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⽇本はノーベル賞受賞のリチウムイオン電池を超える「全固体電池」に全⼒投球 
 
複数回の充放電が可能な⼆次電池としては次のようなものがある。その中でも、最近とみに
利⽤されているものはリチウムイオン⼆次電池で、この発明は本年のノーベル化学賞にも
輝いた。ただ、可燃性の液体を媒体として⽤いているため、⽕災の危険性も⾼く、更なる改
良が求められていたことも確かである。その⼀つの答えとして、リチウムイオンポリマー⼆
次電池（全固体電池の⼀種）がある。全固体電池の開発では⽇本が⼀歩先んじているが、市
場⽴ち上がりまでには時間がかかるため、その商圏の獲得⽅法にも⼒を⼊れる必要がある。 
 
 
⼆次電池（Wikipedia） 
⼀般型 

鉛蓄電池 
リチウムイオン⼆次電池 
リチウムイオンポリマー⼆次電池 ・・・・ 
ニッケル・⽔素蓄電池 
ニッケル・カドミウム蓄電池 
ニッケル・鉄蓄電池 （エジソン電池） 
ニッケル・亜鉛蓄電池 
酸化銀・亜鉛蓄電池 
コバルトチタンリチウム⼆次電池 

液循環型 
レドックス・フロー電池 
亜鉛・塩素電池 
亜鉛・臭素電池 
メカニカルチャージ型 

アルミニウム・空気電池        ⾼温動作型 
空気亜鉛電池             ナトリウム・硫⻩電池 
空気・鉄電池             リチウム・硫化鉄電池 

 
全固体電池（Wikipedia） 

サイクル耐久性 >1000 サイクル、公称電圧 1.15‒1.55 V 
全固体電池とは陽極と陰極間のイオンの伝導を固体の電解質が担う電池で、⼀次電池と



⼆次電池の双⽅にある。 
従来の電池は⼀次電池と⼆次電池を問わず、電解質が液体であったため、電解質の蒸発、

分解、液漏れといった問題が付きまとって来た。電解質を固体にすることは開発者達にとっ
て積年の課題で幾多の技術者、研究者が挑んできたものの、実⽤化に⾄ったものは⼀部に限
られた。課題となるのは電解質のイオン伝導性で実⽤のためにはハードルが⾼かった。近年、
電気⾃動⾞の普及とともに各国で開発が活発化しており、実⽤化のため⾃動⾞メーカーや
電機メーカーが研究に投資している。 

固体電解質には、酸化物系や硫化物系のような無機系固体電解質や⾼分⼦系等、有機系固
体電解質、さらに⽔分を含むウェット系電解質と⽔分を含まないドライ系電解質に分類さ
れ、それぞれ⼀⻑⼀短がある。 


